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[課題] 

何かを作り出そうとするとき、デジタルや機械による先端技術が現代では使われていますが、

それがなかったアナログな時代では、どんなものも人の手によって作り出されてきました。そし

て現在私たちは先端技術と、人の手や体験による作業を組み合わせてデザインをしています。 

あなたの身の周りにあるデザインの中から、先端技術を使ったデザインと、人の手や体験を使

ったデザインをひとつずつ例に挙げ、それぞれの良さを論じなさい。 

[出題の意図等] ※問題用紙には記載されません。 

デジタル先端技術が若者世代で浸透し当たり前となっている現代において、手作業で何かをデザ

イン・創造する事は減少し、そのことについて体感し考察する機会は失われつつある。 

本学に入学を希望する学生が、デザイン活動においての先端技術の使用と、人の手による作業に

ついてどのように考えているのかを問う問題である。 


